
 

 

令和 8 年度 第 2 回 名桜大学研究倫理審査委員会 議事要旨 

 

１． 日 時：令和 8 年 5 月 15 日（金）16：30～17：10 

２．場 所：本館 4 階 第 1 会議室 

３．出席者：仲尾次洋子委員長、大谷健太郎国際学部長・国際学部部会長、天願健人間健康学部長、高

嶺司国際文化研究科長(国際文化システム専攻修士課程・国際地域文化専攻博士後期課程)、

木村安貴看護学研究科長（博士後期課程・博士前期課程）・人間健康学部部会長、大峰光博

スポーツ健康科学研究科長（修士課程）、池原秀人事務局長、満名悦子外部審査委員(北部

地区民生委員・児童委員協議会副会長)、矢野恵美外部審査委員（国立大学法人琉球大学法

科大学院教授） 

 

４．欠席者：なし 

 

５．陪 席：泉太郎環太平洋地域文化研究所参与・URA、仲榮眞修地域連携研究推進課長、又吉寛子地

域連携研究推進課係長、具志川大輔地域連携研究推進課係員 

 

６．議 事 

議事に先立ち、仲尾次委員長より定足数の確認がなされた後、開催宣言が行われた。 

 

【審議事項】 

(1) 学部生の研究倫理審査の体制と研究倫理審査委員会での説明者について 

仲尾次委員長から、各部会の審査プロセスの公正性及び適正性を確認する観点から、本委員会で

は学部生の研究倫理審査の説明は、当該部会の審査担当者が行うことが望ましいとの意見が示さ

れた。併せて、各学科における倫理審査責任の所在の明確化および研究倫理審査委員会における説

明者について改めて確認するよう依頼があった。 

 

(2) 大学院生（スポーツ健康科学研究科修士課程）に係る研究倫理承認番号の付与について 

大峰委員ならびに樋口京一教授（スポーツ健康科学研究科）から、資料に基づきスポーツ健康科

学研究科修士課程院生の研究計画書（3 件）の研究倫理審査について説明があった。審議の結果、

承認番号を付与することが承認された。 

結果については、下表のとおり。 

受付番号 研究課題名 受理日 審査委員会承認日 判定 

2026-006 
足部アーチの静的形態ではなく動的特

性が跳躍動作に影響するのか 
令和 8 年 5 月 7 日 令和 8 年 5 月 15 日 承認 

2026-007 

東ティモールにおける体育・スポーツ

人材活用に関する課題分析－東ティモ

ール国立大学卒業生の就業の現状把握

から－ 

令和 8 年 5 月 7 日 令和 8 年 5 月 15 日 承認 

2026-008 

商業施設で行う定期健康測定に継続参

加する参加者の健康意識と身体指標の

特徴 

令和 8 年 5 月 8 日 令和 8 年 5 月 15 日 承認 

 



 

(3) 名桜大学研究倫理に関する規程の一部改正について 

仲尾次委員長から、資料に基づき名桜大学研究倫理に関する規程の一部改正について説明があ

った。審議の結果、原案のとおり改正することが承認された。 

改正内容については、以下のとおり。 

・（第 6 条）委員会の構成から事務局長を解く 

・（第 9 条）オンラインの方法による出席を認めることの明文化した 

 

(4) 名桜大学研究倫理審査部会規程の一部改正について 

地域連携研究推進課から、資料に基づき名桜大学研究倫理審査部会規程の一部改正について説

明があった。審議の結果、原案のとおり改正することが承認された。 

改正内容については、以下のとおり。 

・（第 9 条）承認された研究計画に変更が生じた場合の提出書類を「研究倫理審査申請書（別紙

様式第１号）に統一した 

 

【報告事項】 

(1) 令和 8年度倫理審査部会委員研修会アンケート結果について 

仲尾次委員長より、令和 8 年 4 月 13 日に実施した令和 8年度倫理審査部会委員研修会の受講者

アンケートの回答結果について報告があった。 

 

【その他】 

(1) 令和 8 年度第 1 回研究倫理審査委員会議事要旨について 

令和 8 年度第 1 回研究倫理審査委員会議事要旨（案）について承認がされた。 


